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「
要
害
」
と
し
て
の

西
国
街
道

『
太
平
記
』は
14
世
紀
の
鎌
倉
幕

府
倒
幕
運
動
か
ら
建
武
新
政
、
南
北

朝
内
乱
を
描
い
た
軍
記
物
語
で
す
。

こ
の
時
代
は
中
央
か
ら
地
方
に
至
る

ま
で
各
階
層
で
対
立
関
係
が
表
出

し
、
全
国
各
地
で
戦
争
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
日
本
列
島
を
縦
横
に

軍
勢
が
移
動
し
、
戦
術
面
で
は「
要

害
」と
呼
ば
れ
る
峻し

ゅ
ん

険け
ん

な
城
郭
や
交

通
の
要
衝
が
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
要
害
の
一
つ
が
京
都
と
西
国
を

結
ぶ
西
国
街
道（
ほ
ぼ
現
・
国
道
１

７
１
号
に
相
当
）で
、
池
田
市
域
近

辺
で
も
時
に
戦
局
を
左
右
す
る
戦
闘

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
弘
３（
１
３
３
３
）年
、
後
醍
醐

天
皇
に
よ
る
倒
幕
の
げ
き
に
呼
応
し

た
播
磨
国
佐
用
荘（
上
郡
町
）の
赤

松
円
心
に
対
し
て
六
波
羅
探
題
軍

が
発
向
、
摩
耶
城（
神
戸
市
）・
酒
部

（
尼
崎
市
）・
瀬
川（
箕
面
市
）で
交

戦
し
ま
し
た
。
瀬
川
合
戦
に
勝
利
し

京
都
侵
攻
を
試
み
る
円
心
を
討
つ
べ

く
幕
府
軍
を
率
い
た
足
利
尊
氏
は
、

幕
府
を
裏
切
り
六
波
羅
探
題
を
滅

ぼ
し
ま
し
た
。
鎌
倉
で
は
新
田
義
貞

の
活
躍
で
幕
府
が
滅
亡
し
、
後
醍
醐

は
建
武
新
政
を
開
始
し
ま
す
。

人
々
の
期
待
を
背
負
っ
た
建
武
新

政
で
し
た
が
、
武
士
た
ち
を
中
心
に

不
満
が
渦
巻
き
ま
し
た
。
建
武
２

（
１
３
３
５
）年
に
幕
府
残
党
の
北
条

時
行（
最
後
の
得
宗
・
高
時
次
男
。

漫
画
『
逃
げ
上
手
の
若
君
』
主
人

公
）が
蜂
起
す
る
と
尊
氏
は
こ
れ
を

鎮
圧
し
、
鎌
倉
に
居
座
っ
て
政
権
離

反
を
鮮
明
に
し
ま
す
。
尊
氏
は
後
醍

醐
が
差
し
向
け
た
義
貞
・
北
畠
顕
家

な
ど
の
追
討
軍
と
交
戦
し
つ
つ
、
鎌

倉
か
ら
京
都
そ
し
て
博
多
へ
と
転
戦

し
、
翌
年
に
再
び
上
洛
し
て
光
明
天

皇
を
擁
立
し
ま
す
。
光
明
に
三
種
の

神
器
を
奪
わ
れ
た
後
醍
醐
は
吉
野
に

逃
れ
、
こ
こ
に
南
北
朝
の
対
立
が
始

ま
り
ま
す
。

尊
氏
が
博
多
へ
没
落
す
る
き
っ
か

け
は
、
箕
面
川
を
挟
ん
だ
豊
島
河
原

合
戦
で
の
敗
戦
で
し
た
。
義
貞
と

対た
い

峙じ

し
た
尊
氏
の
弟
・
直
義
は
楠
木

正
成
の
夜
襲
に
遭
い
、
戦
わ
ず
し
て

兵
庫
に
逃
れ
海
路
、
九
州
へ
向
か
い

ま
す
。
九
州
で
態
勢
を
立
て
直
し

た
尊
氏
は
京
都
を
め
ざ
し
て
湊
川

（
神
戸
市
）で
正
成
を
撃
破
、
呉く

れ

庭は

荘（
宇
保
町
）で
も
合
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

池
田
氏
の
登
場

室
町
期
に
池
田
を
中
心
に
勢
力

を
張
っ
た
国
人
・
池
田
氏
と
池
田
城

は
、
こ
の
呉
庭
合
戦
か
ら
歴
史
の
表

舞
台
に
登
場
し
て
き
ま
す（
池
田
氏

に
つ
い
て
は
「
市
史
編
纂
だ
よ
り
」

第
47
～
50
回
参
照
）。
摂
津
国
御
家

人
の
芥
川
岡
国
茂
は
足
利
方
の
国

大
将
・
仁
木
義
有
に
属
し
て
呉
庭
合

戦
に
参
戦
し
、「
池
田
城
」に
数
日
間

こ
も
っ
て
夜
詰
め
に
当
た
っ
て
い
ま

す（
平
国
茂
軍
忠
状
）。
こ
の
岡
氏

と
と
も
に「
池
田
殿
」の
名
が
14
世
紀

初
め
の
勝
尾
寺（
箕
面
市
）の
檀だ

ん

那な

と
し
て
挙
が
っ
て
お
り（「
勝
尾
寺
文

書
」）、
既
に
池
田
氏
は
北
摂
地
域

の
有
力
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
う
か

が
え
ま
す
。

池
田
氏
の
存
在
が
史
料
上
明
確

に
な
る
の
は
、
貞
治
２（
１
３
６
３
）

年
の
将
軍
足
利
義
詮（
尊
氏
子
息
）

御
判
御
教
書
で
す
。
こ
こ
で
は
池

田
親
政
が
興
福
寺
領
の
摂
津
国
賀

茂
村（
川
西
市
）領
家
職
の
半は

ん

済ぜ
い

分

を
預
け
置
か
れ
た
事
実
が
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
半
済
と
は
、
公
家
や
寺

社
の
所
領
も
し
く
は
年
貢
の
半
分

を
、
兵ひ

ょ
う

粮ろ
う

料
所
・
兵
粮
米
と
し
て

軍
勢
に
割
り
当
て
る
室
町
幕
府
の

軍
事
政
策
で
す
。
し
た
が
っ
て
池
田

氏
は
幕
府
に
属
し
、
南
北
朝
内
乱

を
戦
う
中
で
成
長
し
て
い
っ
た
の
で

す
。

（
市
史
編
纂
委
員
会
委
員
・
松
永
和
浩
）
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